
全公図参考事務研究集会に参加して

鈴　木　尚　子

　昭和63年度全国公共図書館参考事務研

究集会（日本図書館協会公共図書館部会，

千葉県教育委員会他主催）が，11月8，

9日に，浦安市立文化会館において開か

れた。8日あ研究集会の様子について報

告する。　　　　　r

　研究主題は，「公共図書館における参考

事務のネット．ワーク」ということであっ

たが，狭義の意味での「参考業務」とい「

うことではなく，「参考業務」はほとんど．／

図書館活動全体を包括する概念として位

置づけられているような印象であった包

　研究発表はいずれ．も，図書館活動の効

率化にとって，地域や館種を越えた図書

館ネットワークが不可欠となっていると

いう共通認識のもとに，ネットワークの

構想や実践に関するものであった。’

　最初に，当館図書館協力部長熊田氏が，，

「国立国会図書館のネットワーク構想」

について講演した。’88年8月，「国立国会

図書館関西館（仮称）tt立に関する第1

次基本構想」が発表されたこともあみて，．

当館がネットワrクをどのように考えて

いるのかについてはジ高い関心が寄せら』

れていた。熊田部長は，図書館における・

ネットワーク形成の原点は，図書館利用

者の最終的なニーズ（一次資料の入手）

に応えて旧くことであると規定したうえ．、

で，図書館資料の相互利用のためには7・

ネットワーク内を流通する共通言語とも

言うべき書誌情報の整備，とりわけまず

国内出版物の基本書誌情報データベース．

の整備が必要であること，’そして，その

ような全国的な図書館ネットワーク形成

にとっての必要条件を整備しこ（いくこと

が，当館の果たすべき役割であると説明

した。当館は・各々の地域②必要性に根

ざ，して，自生的，自発的に形成された図

書館ネットワークを援助することで，ナ

ショナルセンターとしての役割を果たし

たいと平易に明確に述べていた。

　「北海道図書館情報ネットワーク構築

の研究」と題する北海道産業調査協会理

事大谷木賢二氏の講演は，全国に先駆け．

て着手した，長年にわたるネットワーク

研究の道筋とその調査結果み報告であろ

た。ネットワーク構築のためには，基礎

、的な研究や準備が必要であり，ま’ｽその
地域の図書館が住民から信頼されるよう

な活動を常日頃から行っていることが，

重要なポイントであるという、ことが痛感

された。この一連の研究の総括として発

表された「北海道回書館情報ネットワ十

’ク構築の三三」エグゼクティブ・サマリ

ー」は，e大変に格調の高い㍉ので，そり・

最後は，「図書館情報ネットワークめ構想

1ま，地域および国レづルにおける図書館

関係者に与えられた歴史的課題であ為」’

と結ばれている。

　次に事例発表ということで，富山県立
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・図書館調査課長太由久夫氏は，「富山県に

おける図書館ネットワーク」について報

告した・県立図書館が調李研究図書館ζ

して市町村に対して行っている活動（レ

’ファレ）／ス，カード体総合目録連絡車

の運行による相互貸借，文献複写斡旋，

書誌編纂など）の紹介は，興味深かった。

県立図書館、と言っても，必ずしも郷土関，

奨めレファレンスが多いわけではないと’

いうことであった。特殊コレグションで

ある雪の文献室（1万2千冊）には全国

から問い合わせがあるとのこと。また全
国的に有名なカ・一L　F’体による県内総合目

録は，今年度をもって従来のカードは凍

結し，来年度からはコンピュ＝タ入力と

なるそうである。年間約一六〇〇件にお

よぶ文献複写斡旋業務は，企業からの依

瀬が圧倒的に多く，そのほとんどは，外

国雑誌論文だそうである。

　富山県におけるネットワークとして・

は，砺波広域圏構想（昭和58年からズタ

ート）と，北陸地区公共図書館コγピュ

ータ化推進協議会て昭和58年に肇足）の

活動について報告があった。L

　浦安市享益央図書館長竹内紀吉氏の報

告は，「浦安市における図書館システム」

についてであった。浦安市では，市崎が

歩いて1まぼ10分以内のところに分館を作

り，これらの分館を中央図書館とオンラ

インで結ぶシステムを作ることで1住民

サービスの格差を失くし，現在は，学校

図書館とのオンライン化を模索中とのこ

とであった。コンピュrタの導入によっ

て，外部データベースの利用が可能にな

り，J－BISCやバイブルズ，ノッ1ク入など

を使って，未所蔵資料などへの対応をし

ており，レファレンス業務の強化に役立

っていること，また，千葉県においては，

電算化した図書館は，相互貸借が活発化

している傾向が見られるという指摘があ

った。

　現在，千葉県では市立図書館の大型化，

書庫の大型化が顕著で，浦安市立図書館

、においても，大型書庫が完成したら，資

料的価値の低いものを閉果で，価値の高

いものは開架でというように，むしろ従

来の書庫の概念を逆転させてみたいとい

、テ。マスゴミが報じた人文系中小出版社

に対象をしぼらて，それらの出版社のも．

のを徹底収集するという浦安市立図書館

が打ち出した方針については，こうしな

選択が，将来的1ごは，図書館間の分担収

集を促し，県セベルで図書館の自立が可

能となるというビジョンをもってのζと

だそうである。住民のニーズに応えてい

くためには，あらゆることを試みてみた

いという熱意に満ち溢れた報告であっ

た。

　発表は以上であるが，講演を聞いてい「

ると．，ネットワークは，公共図書館にと

って差し迫った課題であり，またそのよ

．うな共通認識は自明ρことのようであっ

だ。しかし，一方でネットワークという

言葉は，図書館界に阪らずはやり言葉の

ような使われ方をしているため，何かネ
　　　　　　ヘットワークが自己目的化している感じも

する。そうした印象を払拭するためには，

現在図書館が直面している問題の具体的

な掘り下げが不可欠であろう。図書館に

とって，ネットワークは月的ではなく・

幽手段なのであるから，図書館の「内側に，

その形成に向かって湛進ずる動機や必然

性が強固に存在することが，ネットワーー

ク論議を説得力のあるものにする。その

・意味で，その動機や必然性がいまだ抽象

　（34ページへ続く）　　’　　　．．一
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‘的に語られて．いるという印象をもった。1

それは、専ら講師あ話を聞「くとvSう集会

で、、，そこに集まった参加者の意見を聞く

三間がなかったためかも知れない。

　図書館から寄せられるレファレγスの

処理に日々追われている文場か．ら．見て、’

レブァレンス業務の連携協力の緊密化、¶

効率化は、切実な課題である。、当館が機

構改革により図書館サービスめ窓ロ』を一

本化したことに伴って、「この課題はより’

一層顕在化しているように思われる。
tt一　t 激tァレンスの量的な増大にどう対応

するか、また所蔵機関調査の増大と’いデ

形で顕准化している資料の所在三三への

ニーズにどう対応していく1かが問われて
い’驍nрﾉとっては・ここにネットワ「一tt

ク論議との接．点がある。

　　　　　　（すずき・なおこ　参考課）
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